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道路名 起終点 対策延長

１ 道東自動車道 トマム ～ 十勝清水 約９．５ｋｍ

２ 秋田自動車道 湯田 ～ 横手 約７．７ｋｍ

３ 磐越自動車道 三川 ～ 安田 約５．１ｋｍ

４ 富津館山道路 富津竹岡 ～ 富津金谷 約３．４ｋｍ

５ 東海北陸自動車道 白川郷 ～ 五箇山 約２．８ｋｍ

６ 舞鶴若狭自動車道 舞鶴東 ～ 大飯高浜 約４．１ｋｍ

７ 舞鶴若狭自動車道 大飯高浜 ～ 小浜西 約７．８ｋｍ

８ 広島呉道路 坂北 ～ 呉 約１２．２ｋｍ

９ 岡山自動車道 有漢 ～ 北房ＪＣＴ 約３．３ｋｍ

１０ 米子自動車道 江府 ～ 溝口 約４．２ｋｍ

１１ 徳島自動車道 脇町 ～ 美馬 約４．８ｋｍ

１２ 松山自動車道 内子五十崎 ～ 大洲 約４．４ｋｍ

１３ 東九州自動車道 苅田北九州空港 ～ 行橋 約１．１ｋｍ

１４ 東九州自動車道（宇佐別府道路） 宇佐 ～ 院内 約４．６ｋｍ

１５ 東九州自動車道 大分宮河内 ～ 津久見 約６．０ｋｍ

１６ 東九州自動車道 宮崎西 ～ 清武 約３．７ｋｍ

合計 約８５ｋｍ

４車線化等の個別箇所一覧
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237

237

274

38

付加車線設置
約9.5km

E38

E60

道東自動車道（トマム～十勝清水）
どう とう と かち し みず

事業費：３００億円

≪被災箇所・法面危険箇所≫

道東自動車道
（トマム～十勝清水）

北海道

被災年月日：平成２８年８月３１日
通 行 止 め：５８時間

20.9km

トマムIC

十勝清水IC

芽室IC
音更帯広IC

帯広JCT
占冠IC

E38

5
法面崩壊 土砂流出

橋

トンネル

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

事業箇所

主な速度低下箇所

道東自動車道（トマム～十勝清水）

延 長 ： 20.9ｋｍ

開 通 ： H19.10.21

H29交通量 ： 10,500台/日

災害通行止め実績： 10回（計 約181時間）

本線事前通行規制： 90mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの



13

105

4

青森県

秋田自動車道（湯田～横手）

20.3km

付加車線設置
約7.7km

被災年月日：平成２３年６月２４日
通 行 止 め：６時間

国道107号
特殊通行規制区間

（雪崩の発生する恐れが予想される場合）

大曲IC

横手IC

湯田IC

北上西IC

E13

E4

E46

北上JCT

40

13

あき た ゆ だ よこ て

事業費：４００億円

E46

6
法面崩壊法面崩壊

秋田自動車道

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

事業箇所

主な速度低下箇所

秋田自動車道（湯田～横手）

延 長 ： 20.3ｋｍ

開 通 ： H7.11.10

H29交通量 ： 6,200台/日

災害通行止め実績： ２回（計 約44時間）

本線事前通行規制： 220mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

≪被災箇所・法面危険箇所≫

秋田県 岩手県

秋田自動車道
（湯田～横手）

橋

トンネル



14.9km

付加車線設置
約5.1km

事業費：２００億円

国道49号
事前通行規制区間

（連続雨量が180mmに達した場合）

磐越自動車道（三川～安田）
ばん えつ み かわ やす だ

安田IC

三川IC

E49

E49

E8

49

新潟県

福島県

新潟県 福島県

のり面の浸食
7法面崩壊法面すべり

磐越自動車道

磐越自動車道（三川～安田）

延 長 ： 14.9ｋｍ

開 通 ： H8.11.14

H29交通量 ： 7,000台/日

災害通行止め実績： ０回（計 約０時間）

本線事前通行規制： 170mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

≪法面危険箇所≫

新津西スマートIC

新津IC

津川IC
西会津IC

新鶴スマートIC

会津若松IC

会津坂下IC

新潟中央IC・JCT

橋

トンネル

【凡例】

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

事業箇所

磐越自動車道
（三川～安田）



富津館山道路（富津竹岡～富津金谷）
ふっ つ たて やま ふっ つ たけ おか ふっ つ かな や

4.1km

付加車線設置
約3.4km

鋸南富山IC
鋸南保田IC

国道127号
特殊通行規制区間

（波浪により危険が予想される場合）

127

E14

富津館山道路

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

事業箇所

主な速度低下箇所

富津館山道路（富津竹岡～富津金谷）

延 長 ： 4.1ｋｍ

開 通 ： H11.3.27

H29交通量 ： 12,600台/日

災害通行止め実績： ２回（計 約28時間）

本線事前通行規制： 290mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

千葉県

富津館山道路
（富津竹岡～富津金谷）

事業費：３００億円

≪被災箇所≫

被災年月日：平成２３年１０月１６日
通 行 止 め：１４時間

≪法面危険箇所≫

全景 シールコンの浮き

8

法面崩壊

橋

トンネル

富津金谷IC富津竹岡IC



橋

トンネル

東海北陸自動車道（白川郷～五箇山）
とう かい ほく りく しら かわ ごう ご か やま

9

事業費：３００億円

付加車線設置
約2.8km

１５．２km

時間雨量が40mm又は
連続雨量が120mmに達した場合

白川郷

五箇山
城端ＳＡ

南
砺
ス
マ
ー
ト

小
矢
部
砺
波

JCT

福光

富山県

岐阜県
360

法面のすべり

E41

≪法面危険箇所≫

３６０
国 道

３０４
国 道

１５６
国 道

４７１
国 道

４７２
国 道

４７１
国 道

東海北陸自動車道（白川郷～五箇山）

延 長 ： 15.2ｋｍ

開 通 ： H14.11.16

H29交通量 ： 7,200台/日

災害通行止め実績： ０回（計 約０時間）

本線事前通行規制： 220mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

富山県

岐阜県

石川県

福井県

三重県

愛知県

長野県

新潟県

滋賀県

東海北陸自動車道
（白川郷～五箇山）

国道156号 事前通行規制区間

時間雨量が30mm又は
連続雨量が80mmに達した場合

飛騨
清見

連続雨量が
150mmに達した場合

【凡例】

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

付加車線（事業中）

事業箇所



付加車線設置
約7.8km

事業費：６３０億円
被災年月日：平成２９年１０月２２日
通 行 止 め：２日間

≪被災箇所≫

京都府

福井県

舞鶴若狭自動車道（舞鶴東～小浜西）
まい づる わか さ まい づる ひがし お ばま にし

162

27

Ｅ27

付加車線設置
約4.1km

≪法面危険箇所≫

小段天端コンク
リートに空洞

28

51

13.0km 11.5km

10

法面崩壊

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

事業箇所

舞鶴若狭自動車道（舞鶴東～小浜西）

延 長 ： 24.5ｋｍ

開 通 ： H15.3.9

H29交通量 ： 5,400～5,800台/日

災害通行止め実績： 2回（計 約82時間）

本線事前通行規制： 210mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

兵庫県
京都府

福井県

大阪府

和歌山県

奈良県

滋賀県

三重県

舞鶴若狭自動車道
（舞鶴東～小浜西）

橋

トンネル

16

法面崩壊

被災年月日：平成１６年１０月２１日
通 行 止 め：２日間



広島呉道路（坂北～呉）
ひろ しま くれ さか きた くれ

広島県

事業費：７３０億円
被災年月日：平成３０年７月６日
通 行 止 め：８４日間

≪被災箇所≫

広島県

国道31号
異常気象時通行規制区間
（連続雨量150㎜）

山口県

島根県

岡山県

鳥取県

広島呉道路
（坂北～呉）

Ｅ31

広
島
呉
道
路

Ｅ2

山陽自動車道

≪法面危険箇所≫

法面の崩れ

2

185

375
31

４車線化
約12.2㎞

橋

トンネル

12.7km

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

事業箇所

主な速度低下箇所

広島呉道路（坂北～呉）

延 長 ： 12.7ｋｍ

開 通 ： H1.4.20（天応西～呉）

H29交通量 ： 12,600～13,800台/日

災害通行止め実績： 3回（計 約3,994時間）

本線事前通行規制： 150mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

坂南ＩＣ～天皇西ＩＣ

11



岡山自動車道（有漢～北房JCT）
おか やま う かん ほく ぼう

付加車線設置
約3.3km

岡山県

広島県

山口県

島根県
岡山県

鳥取県岡山自動車道
（有漢～北房JCT）

Ｅ73

Ｅ2A

Ｅ2

中国自動車道

山陽自動車道

岡
山
自
動
車
道

≪法面危険箇所≫

429

岡山自動車道（有漢～北房JCT）

延 長 ： 8.4ｋｍ

開 通 ： H9.3.15

H29交通量 ： 9,300台/日

災害通行止め実績： 4回（計 約209時間）

本線事前通行規制： 140mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

付加車線（事業中）

事業箇所

付加車線設置に伴い、有漢ＩＣ～北房ＪＣＴ間が 全
区間４車線となるため、整備計画を変更

整備計画変更
（４車線化）

8.4km

橋

トンネル

12事業費：１７０億円



事業費：２７０億円
被災年月日：平成２５年７月１５日
通 行 止 め：12時間

≪被災箇所≫

鳥取県

国道181号
異常気象時通行規制区間
時間雨量40mm 連続雨量200mm

米子自動車道（江府～溝口）
よな ご

広島県

山口県

島根県

岡山県

鳥取県米子自動車道
（江府～溝口）

付加車線設置
約4.2km

≪法面危険箇所≫

ブロック積の亀裂

Ｅ73

こう ふ みぞ ぐち

181

米
子
自
動
車
道

13

法面崩壊

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

付加車線（事業中）

事業箇所

主な速度低下箇所

米子自動車道（江府～溝口）

延 長 ： 8.3ｋｍ

開 通 ： H1.12.14

H29交通量 ： 7,400台/日

災害通行止め実績： 1回（計 約12時間）

本線事前通行規制： 150mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

橋

トンネル

8.3km

溝口ＩＣ

江府ＩＣ



付加車線設置
約4.8ｋｍ

事業費：２００億円被災年月日：平成３０年１０月１０日

≪被災箇所≫

香川県

徳島県

徳島自動車道（脇町～美馬）
とく しま み まわき まち

Ｅ32

Ｅ11

Ｅ30

徳島自動車道

≪法面危険箇所≫

Ｅ11

32

193

438

106

転石

11.5km

14

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

付加車線（事業中）

事業箇所

主な速度低下箇所

徳島自動車道（脇町～美馬）

延 長 ： 11.5ｋｍ

開 通 ： H9.12.3

H29交通量 ： 9,200台/日

災害通行止め実績： 0回（計 約0時間）

本線事前通行規制： 250mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

徳島県

高知県
愛媛県

香川県

徳島自動車道
（脇町～美馬） 橋

トンネル

法面崩壊



事業費：２００億円被災年月日：平成２７年１２月１１日
通 行 止 め：４時間

≪被災箇所≫

愛媛県

松山自動車道（内子五十崎～大洲）
まつ やま

Ｅ56

Ｅ11

≪法面危険箇所≫

法面のすべり

うち こ い か ざき おお ず

230

松山自動車道
(内子五十崎～大洲）

徳島県

香川県

高知県
愛媛県

56

付加車線設置
約4.4km

15
法面崩壊

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

付加車線（事業中）

事業箇所

主な速度低下箇所

松山自動車道（内子五十崎～大洲）

延 長 ： 7.8ｋｍ

開 通 ： H12.7.28

H29交通量 ： 11,700台/日

災害通行止め実績： 2回（計 約7時間）

本線事前通行規制： 190mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

7.8km

橋

トンネル



事業費：５０億円

福岡県

東九州自動車道（苅田北九州空港～行橋）
ひがしきゅう しゅう かん だ きた きゅう しゅう くう こう ゆく はし

付加車線設置
約1.1km

≪法面危険箇所≫

Ｅ10

201

佐賀県

長崎県

鹿児島県

熊本県

宮崎県

大分県

福岡県

東九州自動車道
（苅田北九州空港～行橋）

法面崩壊

10

16被災年月日：平成２９年７月７日
通 行 止 め：１７時間

≪被災箇所≫

法面崩壊

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

事業箇所

主な速度低下箇所

東九州自動車道（苅田北九州空港～行橋）

延 長 ： 8.6ｋｍ

開 通 ： H26.3.23

H29交通量 ： 14,500台/日

災害通行止め実績： 1回（計 約17時間）

本線事前通行規制： 200mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

橋

トンネル

8.6km

苅田北九州空港ＩＣ

行橋ＩＣ



事業費：２１０億円

≪被災箇所≫

東九州自動車道（宇佐～院内）
ひがしきゅう しゅう う さ いん ない

≪法面危険箇所≫

被災年月日：平成１５年８月８日

Ｅ10東九州自動車道

東九州自動車道
（宇佐～院内）

佐賀県

長崎県

鹿児島県

熊本県

宮崎県

大分県

福岡県

落石

付加車線設置
約4.6km

387

大分県

10

17
法面崩壊

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

事業箇所

主な速度低下箇所

東九州自動車道（宇佐～院内）

延 長 ： 4.6ｋｍ

開 通 ： H6.12.15

H29交通量 ： 11,600台/日

災害通行止め実績： 0回（計 約0時間）

本線事前通行規制： 350mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

宇佐ＩＣ

院内ＩＣ

4.6km

橋

トンネル

法面崩壊



事業費：２９０億円

≪被災箇所≫

大分県

東九州自動車道（大分宮河内～津久見）
ひがしきゅう しゅう おお いた みや がわ うち つ く み

付加車線設置
約6.0km

≪法面危険箇所≫

被災年月日：平成１７年９月６日
通 行 止 め：７日間

法面すべり

Ｅ10

10

10

217

東九州自動車道
（大分宮河内～津久見）

佐賀県

長崎県

鹿児島県

熊本県

宮崎県

大分県

福岡県

18

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

事業箇所

主な速度低下箇所

東九州自動車道（大分宮河内～津久見）

延 長 ： 21.0ｋｍ

開 通 ： H13.12.27

H29交通量 ： 12,000～14,000台/日

災害通行止め実績： 7回（計 約262時間）

本線事前通行規制： 360mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

橋

トンネル

法面崩壊

大分宮河内ＩＣ

臼杵ＩＣ

津久見ＩＣ

21.0km



事業費：１５０億円

被災年月日：平成１９年７月１３日
通 行 止 め：３日間

宮崎県

≪被災箇所≫

東九州自動車道（宮崎西～清武）
ひがしきゅう しゅう

法面すべり

みや ざき にし きよ たけ

付加車線設置
約3.7km

10

Ｅ10東
九
州
自
動
車
道

≪法面危険箇所≫

佐賀県

長崎県

鹿児島県

熊本県

宮崎県

大分県

福岡県

東九州自動車道
（宮崎西～清武）

7.９km

19

【凡例】

被災箇所

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所（高速本線）

重要インフラ緊急点検
法面危険箇所がある並行現道

付加車線（設置済）

事業箇所

東九州自動車道（宮崎西～清武）

延 長 ： 7.9ｋｍ

開 通 ： H12.3.25

H29交通量 ： 6,900台/日

災害通行止め実績： 3回（計 約131時間）

本線事前通行規制： 300mm（連続雨量）

＜H15-H30＞

連続雨量はH30.6月時点のもの

清武ＩＣ

宮崎西ＩＣ

橋

トンネル

法面崩壊


